
おだわらっ子の約束 
 

 年長さんのマイク当番が“おだわらっ子の約束”

を一つずつ話してきました。年少さんも保護者の方

も、おだわらっ子の約束について耳に慣れ、少しず

つ意識ができたことと思います。 

おだわらっ子の約束は、当たり前のことのようで

すが、どの約束も生活の中で必要な大事なものです。 

年度末、年度初めのお休みの間も、『早寝 早起き

をして 朝ご飯を食べます』のおだわらっ子の約束

を意識して過ごしてください。 
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年長さんから引継ぎました 

令和５年３月２３日 

小田原市立報徳幼稚園 

園長  岩崎  明美  

ほうとくっ子だより 

        ～第３学期 年少組 ～ 

 

もうすぐ 年長組！ 

 

～挨拶当番～ 

 ２月後半より、年長組と年少組が一緒に朝の“挨拶運動” 

を行いました。寒い日が続く中、当番の年長さんと年少さ 

んが一緒に、「おはようございます！」と大きな声で挨拶。 

どきどきしている年少さんが、挨拶ができるように、隣で 

大きな声で挨拶をしていた年長さん。挨拶すると気持ちが 

よいと感じ、年長さんの姿を見て、年少さんも挨拶当番を 

受け継ぐことができました。 

挨拶は人と人との関わりで大切なことです。子どもたち 

だけでなく、私たち大人も大事にしていきたいです。 

 

３月になり、春の暖かい陽射しを待ちわびていたかのように、園庭の桜のつぼみが膨らみ始めま

した。寒かった冬から、あっという間に季節は春になり、早いもので１年が過ぎようとしています。 

 新型コロナウイルス感染の続いた令和４年度。その中で、方法を考えてできることを行ってきま

したが、活動や行事が変更や中止になることもあり、保護者の皆様には、ご心配をおかけしたこと

と思います。幼稚園への温かいご理解とご協力、ありがとうございま 

した。 

友達と一緒に遊んだこと、頑張ったこと、たくさん笑ってときには 

泣いて、いろいろな経験をして、成長したばら組の子どもたち。4月 

からは、いよいよ年長さんですね。どんな年長さんになるのか、楽し 

みです。 

  

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たくさん遊んだね 

 

～ソッチ―の飼育当番～ 

２月後半より始めた、ウサギのソッチ―の飼育当番の引き継 

ぎ。「ほうきを使って掃くんだよ！」「水を掛けるよ！」「順番に 

しようね！」と、やさしく教えてれた年長さんでした。初めは 

じっと見ているだけの年少さんでしたが、少しずつやり方が分 

かると、年長さんと一緒に掃除をしたりエサをあげたりし、ソ 

ッチーに優しく関わっていました。 

 やさしい気持ちを抱き、命あるものを大事にすることは、と 

ても大事だと思います。自然へ興味関心をもち、命を大切にす 

る気持ちが育っていることを感じました。 

 これからは、ソッチーのお世話をよろしくお願いします❤ 

 

～おすし屋さんごっこ～ 

第３学期になってすぐに、「おすし屋さんがしたい！」という声があ 

 がり、毎日のように友達と一緒に品物や必要なものをつくっていました。 

年長さんとは違ったすし屋ができあがり、衣装や帽子を身に付けて、 

「何にしますか？」「飲み物もありますよ！」「はい、おつりです！」と、 

やりとりを楽しんでいました。つくって遊ぶ、友達と協力する、役割や 

遊び方が分かるなど、年少さんなりに成長した姿が見られ、とても嬉し 

く思いました。 

 年長さんがお客さんになってくれたときには、張り切ってお茶やしょ 

うゆを用意し、注文されたすしを運び、その様子は、年長さんのようで 

した。 

  年長さんになったら、どんな遊びが広がるのでしょう。今から、とて 

も楽しみです。 

 

～外でたくさん遊んだよ！～ 

  年長さんが遊んでいたドッジボールに、「い～れて！」と年少さんも 

参加していました。リレー、氷鬼、だるまさんがころんだ、はじめの 

一歩・・・。年長さんと一緒に体を動かして遊ぶ楽しさを味わってい 

た年少さん。年長さんが遊んでいたことをよく見ているのでしょう。 

土俵で相撲をすることも楽しんでいました。遊び方が分かり、約束を 

守って遊ぶ姿が見られ、嬉しく思っています。 

今度は、年長さんになって、新しい年少さんに、いろいろなことを 

教えていってくださいね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保育参加でつくった卒園式のコサージュを、年長

さんに渡しました。「今までいろいろなことを教え

てくれて、ありがとう。」という気持ちを伝えてい

たようでした。 

  

 

 ALTの先生が来園し、今年 

度最後の英語で遊ぼうが２月 

７日（火）にありました。カ 

ードを使ったりジェスチャー 

をしたりして、遊びな 

がら楽しく英語に触れ 

ることができました。 

 ２月１３日（月）、朝倉さんが手づくりした“布

おもちゃ”で遊びました。魚釣りやケーキづくり、

的あてなど、時間のたつのも忘れて遊び、楽しく過

ごしました。手づくりの絵本も素敵な音楽つきで読

んでくださいました。 

貴重な経験をありがとうございました。 

いろいろな人との関わり 

令和４年度、ご理解、ご協力をあり

がとうございました。来年度も、 

よろしくお願いします。 

 ～鬼は～そと！～ 

  ２月３日（木）に、園庭で豆まきを行いました。コロナ 

禍の中なので、子ども同士が半分ずつに分かれ、“鬼”役 

と“豆をまく人”になって行いました。 

 「鬼は～そと！」と、声を掛けて豆を投げたり、子育て 

サークルの小さな友達と一緒に鬼になって逃げたりし、お 

なかの中の鬼を退治することができました。（？） 

伝統的な日本の行事、これらも大切にしていきたいです。 

 

 

 ３月７日（火）にお別れ散歩に行きました。尊徳

記念館まで、報徳の自然の様子を見ながら出掛けま

した。途中、「お～い！。」と手を降ると、小田急線

の運転手さんが手を振り返してくれたり、警笛を鳴

らしてくれたりしました。 

 尊徳記念館では、二宮尊徳の像の前で記念撮影。

生家は工事をしていたので見学できなかったので

すが、工事をしていた人が「こんにちは！」と声を

掛けてくれました。出会う人に「こんにちは！」と

声を掛けていた子どもたちに、 

地域の方々も「こんにちは！」 

と声を掛けてくれました。と 

ても温かい光景に、報徳の地 

域の温かさを感じました。 

 


